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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第１四半期連結
累計期間

第46期
第１四半期連結
累計期間

第45期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 4,730,063 5,722,657 23,993,077

経常利益（千円） 120,802 121,946 872,217

四半期（当期）純利益（千円） 66,619 65,407 510,749

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
148,730 261,905 713,401

純資産額（千円） 9,342,233 10,088,508 9,906,903

総資産額（千円） 19,283,214 19,902,420 18,770,823

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 12.45 12.22 95.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益（円）
(－) (－) (－)

自己資本比率（％） 48.4 50.7 52.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．連結売上高には、消費税等は含めておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。  

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高の進行により景況感の改善が見られたものの、欧州

経済の低迷や中国経済の成長鈍化など、海外経済の減速で先行き不透明な状況で推移しました。

　設備工事業界におきましては、自動車、エネルギー等、民間設備投資に一部回復の兆しが見られましたが、全般的に

設備投資は新興国を中心とした海外投資にシフトし、国内は依然として低調に推移しました。

　このような状況下で、当社グループは受注の確保に全力で取り組んでまいりました。設備工事事業は大型投資物件

がなく、タイ国の表面処理事業は好調であった前年同四半期の反動により、受注高は6,345百万円（前年同四半期比

32.1%減）となりました。売上高は前連結会計年度からの繰越工事の完成が寄与し、5,722百万円（同21.0%増）とな

りましたが、売上総利益率が競争激化により前年同四半期に比較し2.4ポイント低下した影響が大きく、営業利益は

98百万円（同18.8%減）となりました。経常利益は営業外収益が前年同四半期と比較し増となったことにより、121

百万円（同1.0%増）、四半期純利益は65百万円（同1.8%減）と前年同四半期並みとなりました。

　

　　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（設備工事事業）

　民間プラント・機械装置を主体としております産業プラント設備工事は、大型物件の受注がなく、受注高は前年同四

半期を大きく下回りました。売上高は前連結会計年度からの繰越工事の完成が寄与し、堅調に推移しました。民間プラ

ント保全工事を主体としております設備保全工事は、設備の更新・修繕工事が低調であったため、受注高は前年同四

半期を下回りましたが、売上高は前連結会計年度からの繰越工事の完成により堅調に推移しました。電気計装工事は、

客先の大型設備工事が少なく、受注高は低調でありましたが、売上高は前連結会計年度からの繰越工事の完成により

好調に推移しました。

　送電工事は、電力会社の投資抑制の影響により、受注高・売上高とも低調でした。管工事は、公共ガス・水道工事等の

受注が回復し、受注高は好調でありましたが、売上高は低調でありました。

　この結果、設備工事事業全体では受注高5,911百万円（前年同四半期比33.5%減）、売上高5,335百万円（同23.1%

増）、セグメント利益は増収により219百万円（同33.1%増）となりました。

（表面処理事業）

　タイ国で事業展開しております表面処理事業は、水害による代替生産体制から通常の生産体制に戻り、受注高319百

万円（同12.2%減）、売上高319百万円（同12.2%減）となりました。セグメント利益は設備のトラブル等があり2百万

円（同95.8%減）となりました。

（その他）

　鋳造用工業炉は、受注高113百万円（同32.2%増）、売上高67百万円（同105.7%増）、セグメント利益5百万円（前年同

四半期は2百万円のセグメント損失）となりました。
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(2)財政状態及び経営成績の分析

①財政状態の分析

（総資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は19,902百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,131百万円増加しまし

た。

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は14,380百万円となり、前連結会計年度末に比べ785百万円

増加しました。主に受取手形・完成工事未収入金等の増加によるものであります。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は5,521百万円となり、前連結会計年度末に比べ345百万円

増加しました。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は8,839百万円となり、前連結会計年度末に比べ986百万円

増加しました。主に短期借入金等の増加によるものであります。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は974百万円となり、前連結会計年度末に比べ36百万円

減少しました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は10,088百万円となり、前連結会計年度末に比べ181百万円増

加しました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の52.8％から50.7％となりました。

　

②経営成績の分析

　①売上高

　　当第１四半期連結累計期間の売上高は5,722百万円（前年同四半期比21.0%増）となりました。

　②売上総利益

　　当第１四半期連結累計期間の売上総利益は736百万円（同1.8%増）となりました。

　　売上総利益率は競争激化、設備トラブル等で12.9％（前年同四半期は15.3%）となり、2.4ポイント低下しまし

　た。　　

　③販売費及び一般管理費

　　当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は638百万円（前年同四半期比6.0%増）となりました。主な

　費用は従業員給料手当及び賞与引当金繰入額等であります。

  ④営業外損益

　　当第１四半期連結累計期間の営業外損益（純額）は23百万円の収益（前年同四半期は1百万円の費用）となりま

　した。

　⑤経常利益

　　当第１四半期連結累計期間は121百万円の経常利益（前年同四半期比1.0%増）となりました。

　⑥特別損益

　　当第１四半期連結累計期間の特別損益（純額）は0百万円の費用（前年同四半期は8百万円の費用）となりまし

　た。

　⑦四半期純利益

　　当第１四半期連結累計期間は65百万円の四半期純利益（前年同四半期比1.8%減）となりました。

　　１株当たり四半期純利益は12円22銭となりました。（前年同四半期の１株当たり四半期純利益は12円45銭）

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

　

(4)研究開発活動

   当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,820千円であります。また、当第１ 

 四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

   なお、連結子会社においては、研究開発活動は特段行っておりません。

　

EDINET提出書類

田辺工業株式会社(E00242)

四半期報告書

 4/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,364,000 5,364,000
東京証券取引所

市場第二部

　

単元株式数100株

　　

計 5,364,000 5,364,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　 該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　　　　 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増　
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成25年４月１日～　

 平成25年６月30日　
－ 5,364,000　 － 885,320 － 1,475,320

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 13,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,350,100 53,501 －

単元未満株式 普通株式　　　　800 － －

発行済株式総数  　　　　 5,364,000 － －

総株主の議決権 － 53,501 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,300株含まれております。また「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

田辺工業株式会社
新潟県上越市大字

福田20番地
13,100 － 13,100 0.24

計 － 13,100 － 13,100 0.24

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期

連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,836,646 1,900,049

受取手形・完成工事未収入金等 ※
 8,620,585

※
 10,901,825

未成工事支出金 632,270 1,070,595

その他のたな卸資産 163,893 168,043

繰延税金資産 281,614 281,797

その他 60,817 59,559

貸倒引当金 △838 △1,068

流動資産合計 13,594,988 14,380,803

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,252,188 4,362,351

機械、運搬具及び工具器具備品 2,427,333 2,644,432

土地 1,455,674 1,464,718

リース資産 114,380 134,618

建設仮勘定 299,611 481,009

減価償却累計額 △4,161,477 △4,388,314

有形固定資産合計 4,387,711 4,698,816

無形固定資産 110,827 110,961

投資その他の資産

投資有価証券 326,924 356,013

繰延税金資産 247,644 250,697

その他 102,935 105,338

貸倒引当金 △207 △207

投資その他の資産合計 677,296 711,840

固定資産合計 5,175,835 5,521,617

資産合計 18,770,823 19,902,420
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,158,585 4,340,533

短期借入金 1,140,000 1,654,998

リース債務 18,986 22,160

未払金 1,163,304 1,192,817

未払費用 277,990 288,312

未払法人税等 218,748 65,264

未成工事受入金 85,098 259,228

完成工事補償引当金 22,078 23,062

工事損失引当金 3,300 9,000

賞与引当金 632,413 861,702

役員賞与引当金 38,000 10,000

その他 94,856 112,343

流動負債合計 7,853,362 8,839,421

固定負債

長期借入金 70,000 35,000

リース債務 40,223 52,217

長期未払金 － 258,500

退職給付引当金 637,936 628,772

役員退職慰労引当金 262,398 －

固定負債合計 1,010,558 974,490

負債合計 8,863,920 9,813,912

純資産の部

株主資本

資本金 885,320 885,320

資本剰余金 1,475,320 1,475,320

利益剰余金 7,788,422 7,773,567

自己株式 △6,507 △6,545

株主資本合計 10,142,555 10,127,661

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 64,713 61,644

為替換算調整勘定 △300,364 △100,797

その他の包括利益累計額合計 △235,651 △39,152

純資産合計 9,906,903 10,088,508

負債純資産合計 18,770,823 19,902,420
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 4,730,063 5,722,657

売上原価 4,006,227 4,985,735

売上総利益 723,835 736,922

販売費及び一般管理費 602,016 638,016

営業利益 121,819 98,905

営業外収益

受取利息 29 186

受取配当金 2,117 2,728

受取地代家賃 7,638 8,007

為替差益 － 6,362

投資有価証券評価益 － 2,325

助成金収入 － 8,264

その他 5,307 3,850

営業外収益合計 15,092 31,725

営業外費用

支払利息 4,287 2,784

為替差損 5,993 －

コミットメントフィー 2,619 2,619

投資有価証券評価損 2,700 －

その他 508 3,280

営業外費用合計 16,109 8,684

経常利益 120,802 121,946

特別利益

投資有価証券売却益 1,896 －

特別利益合計 1,896 －

特別損失

固定資産処分損 28 652

投資有価証券評価損 10,075 －

特別損失合計 10,104 652

税金等調整前四半期純利益 112,594 121,294

法人税等 45,974 55,887

少数株主損益調整前四半期純利益 66,619 65,407

少数株主利益 － －

四半期純利益 66,619 65,407
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 66,619 65,407

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21,563 △3,068

為替換算調整勘定 103,673 199,567

その他の包括利益合計 82,110 196,498

四半期包括利益 148,730 261,905

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 148,730 261,905

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

（追加情報）

　　（役員退職慰労金制度の廃止）

　　　平成25年６月27日開催の第45回定時株主総会において、役員退職慰労金制度廃止に伴う打ち切り支給を決議いたし

　　ました。

　　　これに伴い、固定負債の「役員退職慰労引当金」の全額を取り崩し、打ち切り支給額のうち、役員分258,500千円

　　を「長期未払金」として固定負債に計上しております。また、執行役員分9,086千円は固定負債の「退職給付引当

　　金」に含めて計上しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な 

 お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

 連結会計期間末日残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 　　　　　　　79,868千円　 81,561千円

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　

　    当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュフロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれ

んを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
　

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 77,933千円 89,603千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

 
     （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
 普通株式 80,262    15.00 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　配当金支払額

 
     （決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
 普通株式 80,262 15.00平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　
報告セグメント その他

（注）
合計

設備工事事業 表面処理事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 4,332,682364,5154,697,19832,8654,730,063
セグメント間の内部売上高又は
振替高

460 －　 460　 －　 460　

計 4,333,142　 364,515　 4,697,658　 32,865　 4,730,523　

セグメント利益又は損失（△） 164,845　 70,184　 235,030　 △2,378　 232,652　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業でありま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　 （単位：千円）　

利益 金額

報告セグメント計 235,030

「その他」の区分の利益　 △2,378

セグメント間取引消去　 △460

全社費用（注） △110,372

四半期連結損益計算書の営業利益 121,819

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　
報告セグメント その他

（注）
合計

設備工事事業 表面処理事業 計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,335,149319,8975,655,04767,6105,722,657
セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ －　 －　 －　 －　

計 5,335,149　 319,897　 5,655,047　 67,610　 5,722,657　

セグメント利益 219,392　 2,927　 222,319　 5,466　 227,786　

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントである鋳造用工業炉事業でありま

す。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の　主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　 （単位：千円）　

利益 金額

報告セグメント計 222,319

「その他」の区分の利益　 5,466

全社費用（注） △128,880

四半期連結損益計算書の営業利益 98,905

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円45銭 12円22銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 66,619 65,407

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 66,619 65,407

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,350 5,350

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

田辺工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野本　直樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大島　伸一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田辺工業株式会社

の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田辺工業株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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